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探究することができる児童が育つ算数学習 

E１① 名古屋市立常磐小学校  加藤 秀一 

１ 研究のねらい  

学習指導要領解説算数編(2017)では、「算数科の学習においては、『数学的な見方・考え方』を働か

せながら、知識及び技能を習得したり、習得した知識及び技能を活用して探究したりすることにより、

生きて働く知識となり、技能の習熟・熟達にもつながるとともに、より広い領域や複雑な事象につい

て思考、判断、表現できる力が育成される」とあり、知識・技能の習得だけではなく、探究すること

の重要性が記されている。また、「ナゴヤ学びのコ 

ンパス」(2023)において、「自分なりの問いを立て、 

自分なりの方法で、自分なりの答えにたどり着くこ 

とができるような、探究的な学びを実現していく必 

要がある」とあり、児童一人一人が探究することが 

できる学習の必要性が記されている。 

苫野(2019)は、「探究する力」を「自分(たち)なり 

の問いを立て、自分(たち)なりの仕方で、自分(たち) 

なりの答えにたどり着く力」であると述べている。そ 

こで、私が考える「探究することができる児童」とは、 

問題解決の過程や結果から、自分なりの問いをもって 

解決に向かい、その解決の過程や結果から、また新た 

な問いを見いだすことができる児童のことである。 

【資料１】 

 

２ 研究の内容 

  (1) 研究の対象    ５年３組（31人） 

 (2) 手立て 

私のこれまでの指導を振り返ると、問題解決の方法や結果だけに着目させてしまい、自分の問い

を解決することができなかったり、１つの問いの解決で満足してしまい新たな問いを見いだすこと

ができなかったりする児童の姿が見られた。樋口(2020)は、探究的に学び続ける子を育成するため

には「問い」が必要不可欠であると述べ、児童の問いを中心とした授業展開を大切にし、児童が考

えた問いを解決する時間を、単元内で設けている。そこで、本研究では、全体で問いを解決した後

には「自分なりの問いをもつ場」を、個別で問いを解決した後には「新たな問いを見いだす場」を

単元内で設定することにした。それぞれの場を、単元を通して継続的に設定し、問いを見いだすこ

とができる工夫を取り入れることで、目指す児童の姿に迫っていく。 

私が目指す児童の姿は、例えば、４年「面積」の学習では、下のような姿である。【資料２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【資料２ 探究することができる児童の一例（４年「面積」）】 

【資料１ 研究構想図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題】 12本の柵を使って、一番広い四角形の花壇を作りたいな 

柵の数が同じだったら、どんな四角形でも同じ広さじゃないのかな【問い】 

本数が同じでも、広さが違った。 

一斉で問いの解決 

正方形が一番広い。 この広さを面積と言います。 

数え棒の数が変わって

も、正方形の面積が一

番大きいのかな。 

【自分なりの問い】 

違う長さの数え棒を使

っても、結果は同じに

なるのかな。 

【自分なりの問い】 

自分なりの問いをもつことができた児童の姿 

16本に変えて調べてみ

たけど、正方形の面積

が一番大きかった。 

数え棒の長さが変わっ
ても、正方形の面積が
一番大きいから、結果
は同じ。 

個別で問いの解決 

新たな問いを見いだすことができた児童の姿 

本数によっては、正方
形にならない時が出て
くるな。その場合は、
どうなるかな。 
【新たな問い】 

私の学校では、正方形
にすると、敷地からは
み出てしまうよ。次に
広い四角形はどの場合
かな。【新たな問い】 

花壇のデザインをかっこよくしたいので、四角形じゃなくて
三角形や凹凸の形にしたら面積はどうなるのかな。 

【さらに新たな問い】 

数え棒を使って考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手立て 

探究することができる児童 

【自分なりの問い】 

問いＡ 問いＢ 問いＣ … 

 
問いの解決 

【新たな問い】 

問いＡ’ 問いＢ’ 問いＣ’ … 

 
問いの解決 

【さらに新たな問い】 

問いＡ” 問いＢ” 問いＣ” … 

 

問題解決 

手立て 
日常生活の場面 

算数の問題 
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 手立て① 単元を通した学習指導の工夫  

 単元の導入場面において、日常生活を意識した問題を提示し、算数の問題として捉えさせ、一斉

に解決をする。その後、単元全体を見通し、学習内容や状況に応じて「自分なりの問いをもつ場」

と「新たな問いを見いだす場」を設定する。加固(2022)は、新しい知識を発見する一斉学習と、獲

得してきた既習事項を使って探究する個別学習を授業内や単元内で分けて取り入れていく必要性

を述べている。そこで、本研究では、個別学習で問いの解決を行うが、単元の目標にある知識・技

能や思考に関わる場面と、導入で示した日常の問題に立ち返る場面で、一斉学習を行う。このよう

に、単元を通して学習指導を工夫することで、新たな問いを見いだし、解決に向かうことができる

ようにする。 

・ 日常生活を意識した問題提示 

・ 学習内容や状況に応じた学習形態の設定 

  手立て② 問いを見いだすことができる場の工夫 

   「自分なりの問いをもつ場」と「新たな問いを見いだす場」においては、全体や個別で問題を解

決した過程や結果について共有させる。その後、それぞれの場に応じた発問を児童に投げかけるこ

とで、児童が自分なりの問いをもったり、新たな問いを見いだしたりすることができるようにする。 

  ・ 解決した過程や結果の共有 

・ ズレが生じる発問や断定的な発問（揺さぶり発問） 

  (3) 検証方法  

 検証① 単元を通した学習指導の工夫  

   学期末に、パワーアップタイムを使って、日常生活を意識した問題提示を行う。児童の変容を単

元内の児童の様子、ノートや振り返りシートの記述からつかむ。 

  検証② 問いを見いだすことができる場の工夫 

   発問を工夫することで、自分なりの問いをもったり、新たな問いを見いだしたりすることができ

たか、ノートや振り返りシートの記述からつかむ。 

３ 授業実践１（計画） 

  単元 「合同な図形」（11時間完了 本時７・８／11） 
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